
1
年
目
(Ｈ

1
5
年
度
)

２
年
目
(Ｈ

1
6
年
度
)

３
年
目

(Ｈ
1
7
年

度
)

４
年

目
(Ｈ

1
8
年

度
)

分
野

別
テ
ー
マ

運
動
・
栄
養

運
動
・
栄
養

運
動
・
栄
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
・
栄
養

芳
泉

中
学

校
区

（
芳
泉

・
浦

安
）

芳
田

中
学

校
区

（
芳

田
・
芳
明
）

福
南

中
学
校

区
（
福

島
・

南
輝

福
浜

中
学
校

区
（
福

浜
・

平
福

）

光
南

台
中
学

校
区
（
小

串
・
甲

浦
）

管
内

南
地

域
健

康
市

民
お

か
や

ま
２

１
推

進
会

議
「

い
き

い
き

南
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
」

推
進

体
制
や

連
携
の

広
が

り
・
活

動
内

容

「
い
き
い
き
南

グ
ル

ー

プ
」
結

成

定
例

会
議

健
康

情
報

ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
の

運
営

報
告

集
作

成
設
置
要
綱
作
成

若
い
世
代
へ
の
P
R
を
ね
ら
っ
て
、
児
童
館
ま
つ
り
と
同
時
開
催
。
実
行
委
員
に

農
政

局
、
光

南
台

公
民

館
、
に
こ
に
こ
ｽ
ﾄﾚ

ｯ
ﾁ
が

加
わ

る
。

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
（
イ
ベ
ン

ト
）
実
施

ｳ
ｵ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ大

会
実

施

地
区
の
健
康
づ
く
り
推
進
団
体
組
織

「
芳

泉
す
こ
や

か
な
子

ど
も
を
育

て
る
会

」
「
笑

顔
あ
ふ

れ
る
町

づ
く
り
の

会
福

島
」
が

委
員

と
な
る
。
役

員
体

制
充

実
化

。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成

実
行

委
員

方
式

。

地
区

の
健

康
づ
く
り
推

進
団

体
組

織
や

関
係

機
関

２
組

織
「
南

輝
地

区
連

合
町

内
会

」
「
栄

養
士

会
岡

山
支

部
」
と
全

地
区

愛
育

委
員

会
長

が
委

員
と
な

り
、
委

員
の

広
が

り
が

増
す
。

地
区
の
健
康
づ
く
り
推
進
団
体
組
織
や
関
係
機
関

４
組

織
「
ひ
ら
ふ

く
健

康
２
１
」
「
子

育
て
応

援
サ

ロ
ン
ひ
な
た
ぼ

っ
こ
」
「
に
こ
に
こ
ス
ト

レ
ッ
チ
」
「
光

南
台

公
民

館
」
が

委
員

と
な
り
、
委

員
の

広
が

り
が

増
す
。

健
康

づ
く
り
ﾋ
ﾞﾌ
ｫ
ｱ
ｰ
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
作

成

実
行

委
員

に
歯

科
衛

生
士

会
、
岡

山
市

農
水

畜
産

課
が

加
わ

る
。

福
浜

小
学
校

区
健

康
づ
く
り
教

室
　
主

催
愛
育
委
員
会
　
学
区
栄
養
改
善
協

議
会
南
保
健
セ
ン
タ
ー

さ
わ

や
か

け
ん
こ
う
広

場
で
福

浜
学

区
内

を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄ平

福
」
推

進
会

議
「
ひ
ら
ふ

く
健

康
２
１
」
発
会

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
で
平
福
地
区
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
主
催
ひ
ら
ふ
く
健
康
２
１
、
南
保
健
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

「
芳

泉
す
こ
や

か
な
子

ど
も
を
育

て
る
会

」
発

会

芳
泉

中
学

校
区

健
康

づ
く
り
教

室
　
主

催
南

保
健

セ
ン

タ
ー

浦
安
学
区
と
芳
泉
地
区
で
実
行
委
員
会
方

式
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
の
中
で
芳
泉
地
区
内

を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

浦
安
学
区
で
実
行
委
員
会
方
式
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会

芳
泉

地
区

で
実

行
委

員
会

方
式

で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
中
学
校
区
の
実
行
委
員
方
式
で
開
催
。

小
学

校
区

の
実

行
委

員
方

式
で

開
催

。

「
笑

顔
あ
ふ

れ
る

町
づ
く
り
の

会
福

島
」
推

進
会

議

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
南

輝
」

「
笑

顔
あ
ふ

れ
る
町

づ
く
り
の

会
福

島
」
発

会

福
南

中
学

校
区

健
康

づ
く

り
教
室
　
共

催
　
　
岡
南

公
民

館
南

保
健
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
の
な
か
で
芳
田
中
学
校
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

光
南

台
中

学
校

区
健

康
づ
く
り
教

室
　
主

催
南
保
健
セ
ン
タ
ー

光
南
台
公
民
館
と
南
保
健
セ
ン
タ
ー
の
共
催
と
な
る

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
で
光
南
台
中
学
校
区
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
実
施
。

企
画
運
営
に
愛
育
委
員
会
、
学
区
栄
養
改
善
協
議
会
、
体
育

協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
画

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
に
町

内
会

長
、
地

区
お
や

こ
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞも

企
画

に
参

画

「
光

南
台

健
康

２
１
の

会
」
発

足

[子
育

て
ｻ
ﾛ
ﾝ
ひ
な
た
ぼ

っ
こ
]発

足

芳
田
中
学
校
区
運
動
普
及
講
座
　
主
催
：
南
保
健
セ
ン
タ
ー

運
動

普
及

講
座

生
Ｏ
Ｂ
会

「
に
こ
に
こ
ｽ
ﾄﾚ

ｯ
ﾁ
」
発

足

歯
科
医
師
会

が
歯

科
衛

生
士

会
に
声

か
け

い
き
い
き
南

グ
ル

ー
プ
か

ら
歯

科
衛

生
士

会
に
声

か
け

福
浜

中
学

校
区

　
福

浜
公

民
館

主
催

、
南

保
健

セ
ン
タ
ー
共

催
で
「
健

康
い
き
い
き
講

座
」
開

催

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
で
福
島
地
区
内
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

南
輝
地
区
内
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
：
主
催
町
内
会

南
保
健
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
地
域
保
健
推
進
会
議
委
員

健
康
市
民
お
か
や
ま
２
１
策
定
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
で
体
験
発
表

健
康

づ
く
り
教

室
一

部
の

主
催

が
ひ
ら
ふ

く
健

康
２
１
で
実

施
。

平
福
小
学
校
区
健
康
づ
く
り
教
室
　
主
催
南
保
健
セ
ン
タ
ー

芳
田
中
学
校
区
健
康
づ
く
り
教
室
　
主
催
　
芳
田
公
民
館
　
　
南
保
健
セ
ン
タ
ー

「
学

び
と
健

康
ｳ
ｵ
ｰ
ｸ
」
（
芳

田
中

学
校

区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
）
を
開

催

福
島
地
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

公
民
館
主
催
で
健
康
講
座
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
実
施
。 光

南
台
健
康
２
１
の
会
の
な
か
で
、
健
康
づ
く
り
教
室
、
ｳ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
浜
公
民
館
も
参
画
。

芳
泉

各
町

内
会

長
、
老

人
会
、
南

公
民

館
が

加
わ

る
。

さ
わ

や
か

健
康

ひ
ろ
ば

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

、
身

近
な
各

地
区

で
ﾞ実

施
。

福
浜
・
平
福
で
愛
育
委
員
会
と
お

や
こ
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞで

歯
の
学
習

平
福
愛
育
委
員
会
が
、
歯
の
健
康
ｷ
ﾙ
ﾄ作

成
。
紙
芝
居

を
作
成
し
、
幼
稚
園
へ
訪
問
。

え
え
と
こ
発

見
図

を
全

中
学

校
区

で
完

成
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活
動

団
体

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

入
力

団
体

い
き
い
き
南
グ
ル
ー
プ

さ
わ
や
か
健
康
ひ
ろ
ば
実
行
委
員

会
に
こ
に
こ
ス
ト
レ
ッ
チ

南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

南
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
児

童
館

子
育

て
応

援
サ

ロ
ン
「
ひ
な
た
ぼ

っ
こ
」

中
四
国
農
政
局

学
び
と
健

康
ウ
ォ
ー
ク

芳
田
地
区
愛
育
委
員
会

芳
田
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

芳
田
学
区
連
合
町
内
会

芳
田
学
区
婦
人
会

芳
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

芳
田

小
学

校
芳

田
小

学
校

PT
A

芳
田

学
区

体
育

協
会

芳
田

地
区

お
や

こ
ク
ラ
ブ

芳
明
地
区
愛
育
委
員
会

芳
明
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

芳
明
学
区
連
合
町
内
会

芳
明
学
区
体
育
協
会

芳
明
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

芳
明
小
学
校

芳
明
小
学
校

PT
A

芳
明

地
区

お
や

こ
ク
ラ
ブ

芳
明
っ
子
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

芳
田
公
民

館
JA

岡
山

芳
田

支
所

ひ
ら
ふ

く
健

康
２
１

平
福
地
区
愛
育
委
員
会

平
福
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

平
福
学
区
連
合
町
内
会

平
福
学
区
婦
人
会

平
福
学
区
体
育
協
会

平
福

学
区

民
生

委
員

会
平

福
学

区
交

通
安

全
母

の
会

平
福

学
区

老
人

ク
ラ
ブ

平
福
学
区
保
護
司
会

平
福
学
区
子
供
会
育
成
会

平
福
学
区
子
育
て
ひ
ろ
ば

平
福

地
区

お
や

こ
ク
ラ
ブ

福
浜
地
区
愛
育
委
員
会

福
浜
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

福
浜
学
区
連
合
町
内
会

福
浜
学
区
体
育
協
会

福
浜
学
区
婦
人
会

福
浜
学
区
交
通
安
全
母
の
会

福
浜

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
福

浜
地

区
お
や

こ
ク
ラ
ブ

福
浜

元
気

の
で
る
会

福
浜
公
民
館

福
浜
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

健
康

い
き
い
き
講

座
実

行
委

員
会

笑
顔

あ
ふ

れ
る
町

づ
く
り
の

会
福

島
福

島
地
区
愛
育
委
員
会

福
島
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

福
島
学
区
連
合
町
内
会

福
島
学
区
体
育
協
会

福
島

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
福

島
学

区
老

人
ク
ラ
ブ

福
島
学
区
婦
人
会

福
島
学
区
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会

福
島

地
区

お
や

こ
ク
ラ
ブ

福
島

小
学

校
PT

A
南
輝
地
区
愛
育
委
員
会

南
輝
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

南
輝
学
区
連
合
町
内
会

南
輝
学
区
体
育
協
会

南
輝

学
区

交
通

安
全

母
の

会
岡

南
公

民
館

小
串
地
区
愛
育
委
員
会

小
串
学
区
連
合
町
内
会

小
串

学
区

体
育

協
会

小
串

地
区

お
や

こ
ク
ラ
ブ

甲
浦
地
区
愛
育
委
員
会

甲
浦
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

甲
浦

地
区

お
や

こ
ク
ラ
ブ

甲
浦

学
区

連
合

町
内

会
甲
浦
学
区
体
育
協
会

光
南

台
健

康
２
１
の

会
光

南
台

公
民

館
光

南
台

元
気

の
で
る
会

芳
泉

す
こ
や
か

な
こ
ど
も
を
育

て
る
会

芳
泉

地
区

愛
育

委
員

会
芳

泉
学

区
栄

養
改

善
協

議
会

芳
泉

学
区

連
合

町
内

会
芳

泉
学

区
老

人
会

芳
泉

学
区

婦
人

会
芳

泉
学

区
民

生
委

員
会

芳
泉

学
区

交
通

安
全

母
の

会
芳

泉
学

区
お
や

こ
ク
ラ
ブ

芳
泉

地
区

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
実

行
委

員
会

浦
安

地
区

愛
育

委
員

会
浦
安
学
区
栄
養
改
善
協
議
会

浦
安
学
区
連
合
町
内
会

浦
安
学
区
交
通
安
全
母
の
会

南
公
民
館

南
保

健
セ
ン
タ
ー
と
関

わ
り
あ
り
・
・
・
計

97
団

体

H
1
８

年
度

太
字

は
「
２
１
」
策

定
後

に
発

足
し
た
団

体
で
す
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例 

組織・グループ名 地域 

いきいき南グループ 南地域 
取り組むきっかけ 

 平成１４年度に「健康市民おかやま２１」が策定された時に、地域住民を対象として「健康市民おかやま２１」の広報イベントを

行った。このイベントを企画運営するために、健康市民おかやま２１策定ボランティアと南地域保健推進会議委員に呼びかけ、実行

委員会を立ち上げた。 イベント終了後のまとめの会において、「健康市民おかやま２１」活動の継続的な普及啓発を目的とした組

織づくりの提案があり、平成１５年に「いきいき南グループ」を結成した。 
メンバー 

岡山市医師会連合会、市内歯科医師会連合会、市薬剤師会、民生委員・児童委員協議会、南地域愛育委員協議会、地

区社会福祉協議会、栄養改善協議会、南ふれあいｾﾝﾀｰ、南公民館、南福祉事務所、健康市民おかやま２１ﾜｰｷﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰ、

芳泉すこやかな子どもを育てる会、笑顔あふれる町づくりの会福島、南輝地区連合町内会、岡山県栄養士会岡山市支

部、ひらふく健康２１、光南台公民館、光南台健康２１の会、福浜・福島・平福・南輝・浦安・芳泉・芳田・芳明・

小串・甲浦地区愛育委員会、子育て応援ｻﾛﾝ「ひなたぼっこ」、にこにこｽﾄﾚｯﾁ、南保健ｾﾝﾀｰ 

活動場所 定例日 活動頻度 会則・規約 取り組みテーマ 

南ふれあいｾﾝﾀｰ及びその館内 不定期 年８回程度 
 有   ６分野 

取り組み内容 

平成１５年度 

 結成の年であり「健康市民おかやま２１」の認知度を高めることを中心に取り組みました。イベント「さわやか健

康ひろば」を行う際も、地域の方々の関心が高いと思われる「運動」をテーマとして採用し、高齢者から幼児まで多

世代の参加ができるよう、ウオーキングの距離の設定など企画し工夫しました。 

平成１６年度 

 前年度のイベントのまとめの会において、「ウオーキング大会は南ふれあいｾﾝﾀｰ近辺１箇所ではなく、地元で行いた

い。」との声があり、各中学校区でのウオーキング大会をできるよう目標をたて取り組みました。 

平成１７年度 

 更なる「健康市民おかやま２１」の広がりを目標とし、地域の組織づくり（小学校区単位）と世代の広がり（特に

子育て世代）を中心に取り組みました。 

 地域の組織づくりでは、既存の地域組織との連携を強めるため、「いきいき南ｸﾞﾙｰﾌﾟ」の趣旨や内容を地域の方が理

解しやすくするために、要綱や報告集を作成しました。 

 また、子育て世代へのｱﾌﾟﾛｰﾁの強化として、イベントを児童館まつりとの同時開催にしました。 

平成１８年度 

 過去３年での取り組みの成果として、健康市民おかやま２１の認知度の向上とイベント参加数の増加がありました。

その成果を踏まえ、市民のバランスのとれた食生活や運動などの習慣化を支援するために、前年度作成した「健康づ

くりﾋﾞﾌｫｱｰｱﾌﾀｰ」の普及と広報用のパンフレット（大人用と子ども用）の作成を行いました。 

今後にむけて 

今後は、健康づくりの輪の広がりと同時に、関わった方々との連携を深めていくことを中心に取り組みます。また、

各小学校区での健康市民おかやま２１の組織化やﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを活用した普及活動、中学生とのたばこの害についての共同

学習など積極的に行っていきます。 
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例 

組織・グループ名 地域 

「笑顔あふれる町づくりの会」福島 福南中学校区 
福島学区 

取り組むきっかけ 

岡山市が策定している「健康市民おかやま 21」の運動を推進するため、平成 15 年 7 月、岡南公民館

において、南保健センター主催で「男性のための健康講座」が開かれ、講座終了後「笑顔あふれる町

づくりボランティア」の募集要請があり、福島学区より 8 名の方が参加することとなった。

平成 15 年 10 月 10 日第１回のプロジェクト企画会議を開催し発足した。 
メンバー 

平成１９年４月１日現在 理事   17 名 
推進委員 23 名   計 40 名 

 
活動場所 定例日 活動頻度 会則・規約 

福島小学校正門・東門・学校北横断歩道 
築港栄町和興ビル前・南郵便局前・ﾃﾝﾏﾔﾊﾋﾟｰﾀｳﾝ北 

第１・３月曜日 
毎月 10 日頃 

月 ２回 
月 １回 

内規有・無

取り組みテーマ 

あいさつ先手運動（こころの健康づくり）（運動） 
取り組み内容 

◎まず最初の取り組みとして、「あいさつ先手運動」とした。一番に小学校校門で登校する児童に対

してのあいさつ実施とした。毎月第１・３月曜日を活動日と定め実施している。 
   正門・東門・北西横断歩道の３ヶ所に別れて実施している。 
   平成１８年度 ２１回 参加者４３９人  １９年７月末まで ６回 １７２人です。 
◎中学生登校時の声かけ実施・・築港栄町の３ヶ所の交差点において声をかけ、あいさつと交通安全

指導を実施している。「毎月１０日の交通安全の日」を中心に実施している。 
  平成１８年度 １１回 参加者１８０人  １９年７月末まで ４回 ６０人参加。 
◎定例理事会開催・・毎月１回理事会を開催し、本会の運営や今後の活動計画を協議決定している。

◎PR 用の横断幕作成・・幅０．９m 長さ１０m の横断幕を作成し、小学校行事・体協の行事等の

場合皆の良く目につく場所に掲示して本会の活動の理解を得るようにしている。 
◎ポスターの作成と掲示・・・ポスターを１００枚作成し、各町内会の掲示板や公民館等に掲示して

いる。また、各町内の病院・銀行・郵便局・商店・美容院・理髪店等にお願いして掲示して本会の

活動を支援して戴いている。 
◎ノボリ旗の作成・・今年度に入ってから、PR 用にノボリ旗を１０本作成して、小学校校門での活

動や、中学生の声かけ運動時に携帯持参して活用している。 
◎学区ウォーキング大会・・学区ウォーキング大会開催日には、ノボリ旗の設置と撤去・各交差点や

横断歩道でのコース誘導・交通事故防止等の活動を実施している。 
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例 

組織・グループ名 地域 

ひらふく健康２１ 平福学区 
取り組むきっかけ 

従来は学区内各種団体（別記参照）が、それぞれ団体別に事業計画・活動目標を掲げ、各種事業を展

開して来たが、平成１６年平福コミュニティハウスの完成により、学区の各種団体が一堂に会し、会

議及び協議をする拠点が出来、学区は勿論、関連の小団体等も利用し、各種会合が活発に行われるよ

うになった。その各種団体が健康づくりを推進していこうと『ひらふく健康２１』をたちあげた 。 
メンバー 

平福学区連合町内会、連合婦人会、体育協会、愛育委員会、栄養改善協議会、民生委員、 
児童委員協議会、交通安全母の会、老人クラブ連合会、保護司会、子供会育成会、子育て広場、 
親子クラブ、仲よし会 他 
活動場所 定例日 活動頻度 会則・規約

平福コミュニティハウス 
平福小学校（校庭・運動場） 

  
有・無 

取り組みテーマ 

健康（日々の食生活・・・生産から献立まで）・ラジオ体操からウォーキングまで（早朝ラジオ体操、

学区（町内）運動会、旭川堤防ウォーキング等）・健康づくり（６分野） 
取り組み内容 

・Ｈ１９． ６．２２（金） 平福健康講座『運動から得られるもの』 
             三浜整形外科医院 久永和孝氏 

・Ｈ１９．１１．１１（日） 学区グランドゴルフ大会 
              平福小学校校庭 『若者から老人まで』 
・Ｈ１９．１１．１８（日） 学区ウォーキング大会 
              旭川河川敷 ４コース設定 
【 今後の課題 】 
健康教育講座を地域の在住のお医者さんに講師を順番にお願いして、一緒に学区の健康づくりのため

に講座を開いて行く予定にしております。次回は歯の健康について行います。          
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16年度

　　・学校ＰＴＡとの連携
　　・住民主体の活動への移行
　　・他組織との交流や情報交換（いきいき南グループへの参加を通して）

17年度 18年度 19年度

　

　講座の企画段階か
ら地区の愛育委員会
が参加。前年度に作
成された『ええとこ発
見図』をもとに、
ウォーキング講座を
実施。

　
　肝臓がんのＳＭＲが
高いため肝臓病予防
をテーマに実施。ま
た、文化祭で健康の
ブースを設ける。（保健
師参加）
　愛育委員会だけでな
く、栄養改善協議会や
連合町内会･体育協会
などもウォーキング大
会へ協力。

　3才児健診などの結果
より、長年う歯罹患率が
高いため、歯を含めた口
内の健康をテーマに実
施。昨年度同様、文化祭
で健康のブースを設け
る。（保健師、歯科衛生
士参加）
　公民館職員がいきいき
南グループに参加。（ＰＲ
パンフの一面を担当）
　実行委員メンバーにお
やこクラブが参加。

　女性の肥満・高血圧が多いの
でメタボリックシンドロームを
テーマに実施。
　光南台健康21の会が立ち上
がり、メンバーが中心となって
講座の内容等を企画。月1回の
定例会を持っている。
　公民館職員とともに、会代表
がいきいき南グループに参加し
ている。（9月～）

　光南台中学校区(南保健センター管内）　　　光南台健康２１の会

　取り組むきっかけ

健康市民おかやま２１　　地域での取り組み事例

　地域　組織･グループ名

　１６年度に公民館と保健センターとの共催でウォーキング講座を実施。
　１７年度には、保健師より公民館主催の健康講座の企画を通して住民とともに「健康市民おかやま２１」
の推進を図ることを提案された。公民館も一緒に取り組んでいきたいということで、光南台エリアの健康
状況を基にテーマを決め健康づくり実行委員会がスタート。
　１８年度１月にその実行委員会から「光南台健康２１の会」として発会。１９年度より月1回の活動開始。

　会則･規約　活動頻度　定例日　活動場所

　メンバー

　甲浦学区：愛育委員会会長・副会長、連合町内会、体育協会、おやこクラブ、栄養改善協議会
                                                                                                      （Ｈ１８年度まで）
　小串学区：愛育委員会会長･副会長、連合町内会、体育協会、おやこクラブ
　健康づくり講座生

　取り組みテーマ

　毎年基本健康診査の結果を基にテーマを決定。

　取り組み内容

　光南台公民館 　第２月曜日 　月１回程度 　有　・　無　（作成予定）

回 内　　容
1 ウォーキングについて
2 歩いてみよう１

3
歩いてみよう２
～さわやか健康広場とともに～

回 内　　容

1
ファミリー

ウォーキング大会

2
肝臓に

やさしい料理

3
肝臓とアルコール

～医師によるお話と

アルコールパッチテスト～

4
アルコールパッチテスト

（文化祭体験コーナーにて）

回 内　　容

1
歯が元気！

めざせ歯ッピーライフ

2
食べられる口を保とう

～お口に合わせた食べ物は？～

3 ウォーキング大会

回 内　　容

1
健康市民おかやま２１について

～予防のための運動～

2
ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑを防ぐには

～どんな食事がいいの？～

3
さようならﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

～体験談を聞こう～

4 ウォーキング大会
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会則・規約

無毎月又は月２回

健康市民おかやま２１　地域での取り組み事例

組織・グループ名 地域

取り組むきっかけ

芳田中学校区　学びと健康ウォーク 芳田・芳明小学校区

芳田・芳明社会福祉協議会　　　　芳田・芳明栄養改善協議会
芳田・芳明連合町内会　　　　　　　芳田・芳明体育協議会
芳田・芳明愛育委員会　　　　　　　芳田・芳明小中学校　PTA　　　芳田公民館　他

平成１５年の健康市民おかやま２１が、平成１６年に各中学校区でウォークを始めるという事にな
り、芳田中学校区は、いいとこ発見図で、地域の人達との出会いがあったので、運動をすること
で、新しい地域の人達との出会いと考え、老若男女が参加出来る方法を考えました。

いいとこ発見図をもとに、運動と学びを基本として地域の輪を広げることです。

毎年１０月の第一日曜に実施します。
芳田中学校区の芳田小学校区と芳明小学校区が１年毎に交代で、小学校区内でウォーキング
の場所を決めます。芳田小学校、芳明小学校、芳田中学校にも協力をしていただきます。
各団体から実行委員を出してもらい、実行委員が月に１回程度集まり、話し合います。
ウォーキングの場所が決定すると、事前に実行委員が、歩数・時間・交通事情を落とし込みなが
ら歩きます。テーマが運動と学びを基本としていますので、歩く道程で学ぶ場所もチェックします。
チェックしたことを歩く人達に伝えるため、実行委員の手作りのしおりを作ります。簡単な冊子で
すが、学ぶ場所の説明書きのページと、参加者が思い出を綴るページを作り、思い出として残し
てもらえるようにしています。
実行当日は、ニコニコストレッチの人にウォーキングの前にストレッチをしてもらい、往復６０分の
道程を歩きます。ウォーキング終了後は、各自でおにぎりを握り、地域の野菜がたくさん入った具
だくさん豚汁をそえて食べます。
参加した老若男女が運動習慣としてウォーキングを継続されることを目標としています。

メンバー

取り組みテーマ

取り組み内容

活動場所 定例日 活動頻度

芳田公民館　等 ２ヶ月に１度
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例 

組織・グループ名 地域 

芳泉すこやかな子どもを育てる会 南地域 

取り組むきっかけ 

芳泉地域は、保育園･幼稚園・小学校･中学校･高等学校が隣接しているという地理的条件に恵まれ、

地域内に南公民館、南保健センター、南警察署等の施設もあり、地域づくりの輪を作りやすい環境に

あります。やはり子どもたちの心やからだの健康問題の改善には、地域ぐるみで取り組むことが有益

であると考え、地域の学校園をはじめ愛育委員や保健関係機関の代表者たちで本会を立ち上げまし

た。 
 
メンバー 

芳泉中学校区内の保育園･幼稚園･小学校･中学校･高等学校･学校医･学校歯科医･学校薬剤師･各種団

体(町内会･交通安全母の会･愛育委員会･栄養改善協議会･児童委員民生委員･南警察署･南公民館･南保

健センター)等 
 
 
活動場所 定例日 活動頻度 会則・規約

芳泉中学校区内 不定 
総会年 2 回程

度、小委員会随

時 

有・無 

取り組みテーマ 

栄養･食生活･運動･休養･こころ･タバコについての取り組み 

取り組み内容 

●体系図                   ●活動内容 
                        総会の開催、感染症対策、研修会、思春期相談、

イベント、出前講座、広報活動、情報交換会 
                        保健行事の公開、地域住民の交流 
                        調査研究活動、その他 
                       ●今後の活動・意気込み 
                        本会も 5 年目を迎え、これまでの振り返りとと

もに、だんだんと連携の輪が広がりをみせ、本

会の充実と地域の方々のご協力を改めて実感

しています。 
                        本会の活動を通して、子どもを取り巻く家庭･

学校･地域とがしっかりと手を取り合い、そし

てすこやかな子どもの成長を願って今後とも

頑張っていきたいと思っています。 
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例 

組織・グループ名 地域 

にこにこストレッチ 
 

南地域 

取り組むきっかけ 

平成 16 年度南地域運動普及応援団づくり講座(４回シリーズ)を実施し、講座終了後に今後も継続してい

きたいという意見にまとまり、会の名前を「にこにこストレッチ」と決めて、月一回の定例会を実施す

ることになる。 
 
メンバー 

平成 16 年度南地域運動普及応援団づくり講座ＯＧ等 ７～１０人程度 
 
活動場所 定例日 活動頻度 会則・規約 

南ふれあいセンター 等 
 

毎月第４火曜日 １回/月 程度 
有・無 

取り組みテーマ 

身体活動・運動 
 
取り組み内容 

 平成 17 年度は、「健康市民おかやま 21」の「身体活動・運動」の分野を推進することを共通認識し、

地域の健康教育、ウォーキング大会でストレッチを実施し、運動の大切さを伝えていった。 
また、リズム体操「365 歩のマーチ」を開発し、障害者スポーツ大会で披露したり、公社の児童館祭

りと同時開催した「さわやか健康広場」でのストレッチ等の披露で、幅広い世代を対象とした運動普及

に努めている。 
平成 18 年度は、「健康市民おかやま 21」の「ももっち体操」をアレンジし、６分野の中の「身体活

動・運動」のバージョン「ももちゃん体操」をつくり、運動普及に努めている。 
 平成１９年度は、ふれあい公社から地域で行うストレッチ教室の補助の依頼や、芳泉すこやかな子ど

もを育てる会からの健康体操の開発の協力の依頼をうけている。 
 
                         
今後の取り組み 
 基本健康診査の結果を受け、今後とも    
運動の普及に取り組んでいきたい。 

 
 
 
 
 

オープン参加をしています。お

気軽に、ご参加ください。 
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例  

組織・グループ名 地域 

    南地域愛育委員連絡会   南地域 

取り組むきっかけ 

 平成13年に作製したウォーキングマップがきっかけで、「ええとこ発見図」が全市に広が

り、南地域の全地区完成。また、各種研修会、ウォーキング大会、健康講座に２１の視点を

取り入れている。今年度は中間年を迎え、21の原点を見直し、他団体と連携をとりながら、

「住民主体の健康づくり」を目指している。 

メンバー 

南地域愛育委員会長 10名 

活動場所 定例日 活動頻度 会則・規約 

南保健センター メンタルサポートルーム  不定期 月1回程度 有・無 

取り組みテーマ 

6分野すべて 

取り組み内容 

＜15年度＞・全中学校区でええとこ発見図を作成しウォーキング大会開催。 

      ・健康づくりキルトを18年度まで毎年作成。 

＜16年度＞・さわやか健康ひろばで各中学校区ごと一斉にウォーキング大会を開催。 

＜17年度＞・愛育会長全員が21推進会議「いきいき南グループ」に加入。 

       ・ウォーキング大会→各中学校区ごと開催 

      ・愛育委員保健師合同研修会で「健康指標でみる私たちのまちの特性～一人でで

きること、みんなでできること」をテーマに講演とグループ討議を行う。 

＜18年度＞・ウォーキング大会→各小学校区単位での開催地区が増え、連合町内会長が実行

委員長に。連合町内会長ぬきでは健康的な地域づくりは考えられないという機

運が高まる。 

     ・地域別研修会でこころの健康づくりをテーマに当事者の体験発表を聞き、ぱる

スペースＭＯＭＯを見学。 

     ・新任愛育委員研修で、「思春期の子どもたちへ」をテーマに学校と連携して開

催。会長が各学校へチラシを持参し声かけ、校長、養護教諭等8人出席。 

＜19年度＞・連合町内会と連携し、研修会を開催。町内会長10   

人、愛育19人、保健師8人出席。住民主体の健康的  
な地域づくりについて話し合い、方向性が共有でき 
た。また、町内会長に愛育活動についての理解が深 
まった。 

今後にむけて・・・・２１の原点を見直すこと、主体的な活動になる  
よう情報交換を深めること、他団体（企業・学校・公民 
館等）との連携をすすめることが今後の課題！  
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例 

組織・グループ名 地域 

南保健センター管内の学区栄養改善協議会 南保健センター管内 

芳田・芳明・福浜・平福・福島・南輝・浦安・芳泉 

取り組みテーマ 

栄養・食生活、身体活動・運動 
取り組み内容 

南保健センター管内の学区は、こどもの多い学区や高齢者の多い学区など人口構成は学区により異

なります。また、学区によって健康課題も違います。 
 学区栄養改善協議会では、学区の特色にあわせて、幼児期、学童期、成人、高齢者にいたる地域住

民を対象に食生活の知識の普及をはかっています。 
 
     幼児期      学童期       成人         高齢者      
 
☆食育では、町内のこども、幼稚園、小学生を  ☆一人暮らし高齢者へ手作り弁当を配食している。

 対象に食育ガイドブックを使って料理教室を     （芳明・平福・福島・南輝・芳泉） 
実施し、健康を守るための食事のとり方や選  ☆元気な高齢者には、いきいきｻﾛﾝにおいて楽しい

び方など食生活の伝承をしている。       会を実施。又、地域包括支援センターとタイア

(芳田・芳明・福浜・平福・          ップしている学区もあり。（芳田・福島） 
福島・南輝・浦安・芳泉)       

 
☆生活習慣病予防のために男性自身が積極的に調理するきっかけとな

るよう男性料理講習会実施。参加者も多く、月一回の実施の要望も

あり。 (芳田・芳明・福浜・平福・福島・南輝・浦安・芳泉) 
☆中学校区健康づくり教室に参画(芳田・芳明) 
「５才若返るヘルシーライフ」のタイトルでﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑについ

て勉強。栄養編では、約 500kcal のお弁当をつくり、一口 30 回の咀

嚼で食べると満足感が得られる体験をした。 
   
☆地区ｳｵｰｷﾝｸﾞ大会への協力等（芳田・芳明・福浜・平福・福島・南輝・浦安・芳泉） 
学びと健康ウォークで名所・旧跡を訪ね、普段見過ごしていた所も再発見でき地域の絆が深まった。

☆地区の健康市民おかやま２１推進団体へ加入。（平福・芳泉） 
☆ｲﾍﾞﾝﾄ「さわやか健康ひろば」において、正しい食生活の普及と試食づくり。又、健康寸劇「ありち

ゃんときりちゃんの健康談義」は、アリときりぎりすになぞらえ分かりやすく健康市民おかやま 21
の６分野の中の食と運動の大切さを演じた。 

☆南保健センター管内健康市民おかやま２１推進団体「いきいき南ｸﾞﾙｰﾌﾟ」へ 1 名委員として出席。

★今後は、若い世代の人たちにも BMI を知ってもらい、やせすぎ・太りすぎに気をつけてもらいたい。

 又、栄養成分表示のお店が増えるように普及啓発運動を行っていきたい。 
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健康市民おかやま２１ 地域での取り組み事例 

組織・グループ名 地域 

芳泉地区愛育委員会 南地域 

取り組むきっかけ 

岡山市愛育委員協議会から「ええとこ発見図」の作成について提案があり、芳泉地区愛育委員会も「え

えとこ発見図」の作成活動に取り組んだ。その後、出来上がった「ええとこ発見図」を活用して毎年

愛育委員会定例会の中で健康ウォーキングを開催している。 
 
 
メンバー 

芳泉地区愛育委員、芳泉地区の一般住民 

活動場所 定例日 活動頻度 会則・規約

芳泉地区を中心として浦安方面をウォーキング 
10 月の第 2 火曜

日 
年 1 回 有・無 

取り組みテーマ 

「健康ウォーキング」(運動･身体活動) 

取り組み内容 

＜留意点＞ 
 ・多数の人が参加しやすいいい季節を選ぶ 
 ・徒歩時間は往復で 1 時間～1 時間半を設定 
 ・途中休憩時間を設ける ①休憩のみのときは 20 分間 
             ②研修として施設見学や講話を取り入れた場合は 40 分～1 時間 
 ・出発前は準備体操、終了後は整理体操を実施 
 
＜活動内容＞ 
 人数が多く列が長くなると事故や交通の妨げとなるため、休憩をとり状況を把握しながら歩く。ま

た目的地の設定コースによっては施設見学などの研修を入れることで休憩をかねている。 
普段歩かないような少し遠くまでのウォーキングをすることで健康づくりに取り組めることはも

ちろんのこと、道中にその季節の空気を肌に感じながら道端の草花を観賞したり、おしゃべりをした

りする中で地域での仲間づくりもでき、ウォーキングを終えて帰ってきたときは「運動をした」とい

う清々しい気持ちと「楽しく一緒にがんばった」という仲間意識が得られ地域づくりにもつながって

いると思われる。 
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